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与那原町総合計画策定に係る町民ワークショップ実施内容（概要） 

1. 実施概要  

 

開催日、時間、開催場所 参加対象 参加人数 

1 月 22 日（月）19 時～21 時 

与那原町社会福祉センター 

森下区、江口区、上与那原区、 

県営与那原団地自治会 
25 人 

1 月 23 日（火）19 時～21 時 

与那原東小学校体育館 
板良敷区、当添区、港区 23 人 

1 月 24 日（水）19 時～21 時 

与那原町コミュニティセンター 

与原区、浜田区、大見武区、新島区、 

中島区、東浜自治会 
31 人 

 

2. 議論内容  

①与那原町及び各地区の『魅力』について 

 ②与那原町及び各地区のまちづくりに係る『問題点・課題』 
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3. 意見概要   

 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ 

①『魅力』について 

 ・住みやすい町である。 

・小さな町なので、顔見知りの人が多い。 ⇒ 住民の協調性 

・行政、教育、医療施設が揃っており、町内だけで生活できる。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・開発できる土地がない。 

・人口や施設が東浜に集中している。 

 

 

 

自
然
・
景
観 

①『魅力』について 

 ・海が近い 

・山手に自然が多く残っている。 

・運玉森、雨乞森からの景色がきれい。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・海岸が汚い。 

・津波が心配。 

 

 

 

環 

境 
①『魅力』について 

 ・安心・安全な町。 

・町民の美化意識が高い。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・野良猫が多く、糞害がひどい。 

・ゴミのポイ捨てが多い。 
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歴
史
・
文
化 

①『魅力』について 

 ・大綱曳まつり。⇒ 町民の団結力・地元愛を育んでいる。 

・貴重な史跡や文化財が数多く残っている。（軽便鉄道、当添ハーリー、聖クララ教会

等々） 

  

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・町の歴史・文化を学ぶ機会が無い。 

・若者の綱作りへの参加が年々少なくなっている。 ⇒ 伝統を継承する若者不足 

 

 

 

施 

設 

①『魅力』について 

 ・マリーナがきれい。 

・公園が多く、きれいに整備されている。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・スポーツ施設が少ない。 

・公園の場所が偏っている。 

・音楽専用のホール施設が無い。 

・町役場への坂がきつい。 

・町役場の老朽化。 

 

 

 

教 

育 
①『魅力』について 

 ○学校教育 

・小、中、高、（短）大がそろっている。 

・児童の挨拶が盛んである。 

○社会教育 

・老人会や区の行事が多い。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・小学校のマンモス化。 

・保育園が少ない。 

・中学校が一校しかない。 
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産 

業 

①『魅力』について 

 ・赤瓦の生産が県内一である。 

・あまり知られていないが、漁業が盛んな事。⇒県外へ出荷される為。 

・ひじきが多く採れる。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・特産品・物のＰＲ不足。 

・農業（畑）が少ない。 

・目玉となる特産品が無い。  

 

 

 

商
業
施
設 

①『魅力』について 

 ・大型店舗があるので、買物がしやすい。 ⇒ 駐車場完備。 

・飲食店が増えてきている。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・商店街の活性化。 ⇒ 空き店舗が多くなっている。 

・高齢者が買物をしにくくなっている。⇒ 近くの商店が閉まっており、買物をする

には、自動車が必要になっている。 

・昼間利用できる飲食店が少ない。 

 

 

 

観 

光 
①『魅力』について 

 ・東浜水路は貴重な観光資源となりうる。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ・宿泊施設が少ない。 

・観光地が少ない。 

・案内看板が無い。 
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道
路
・
交
通 

①『魅力』について 

 ○利便性 

・高速インターが近くにあり便利である。 

・東海岸に行くには（必ず）通る道（町）。 

○公共交通 

・バスの路線数が多い。⇒ 学生の通学にやさしい。 

 

②まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ○道路 

・交通渋滞【＊今回のワークショップにおける、最多数意見】 

・道路・歩道の幅が狭く、危険。 

・公共施設（町役場等）へのアクセスがややこしい。 

・道路が整備されていない。⇒ 道がボコボコしている。 

・外灯が少ない。 

・自転車専用の道路が欲しい。 

○自動車 

・商店街に駐車場がない。 

 

・路上駐車が多い。 

 

 

 

将
来
性 

① 『魅力』について 

 ・大型 MICE 施設に関連したインフラ等の整備に期待がもてる。 

・東浜の活性化 ⇒ 若年層の人口増加 

 

② まちづくりに係る『問題点・課題』 

 ○大型 MICE 施設ができる事による 

・更なる交通渋滞。 

・事件、事故への懸念。 
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3. まとめ  

 

（1）行政・教育機関や医療・商業施設が揃っているので、とても住みやすい町だと感じている。 

また、小さな町なので、顔見知りが多くなる事から安心・安全な生活環境であり子育てがし

易い町だといえる。 

 

（2）大型の商業施設が増えており、買物に便利である。その反面、移動手段を持たない高齢者

にとっては、近隣の商店が減少している事から不便に感じている。 

  商店街の空店舗の増加は、駐車場の不足が一つの要因として考えられ、大型の商業施設に客

が集中している結果となっている。 

 

（3）町役場が、急な坂上にありアクセスとしても分かりづらい。古い建物なのでバリアフリー

の整備ができていない。早急な解決策が必要だと感じている。 

 

（4）瓦・ヒジキ等特産品はあるが、うまくアピールできていない。今後は、特産品を利用した

商品の開発・生産を行い、町外・県外に PR できれば更なる活性化につながるのではないか。

観光地としても同様に PR が重要と考えている。 

 

（5）本島南部東側の重要な道路結節点となっており、高速道路や他市町村への交通は便利だと

感じている。一方、慢性的な交通渋滞は大きな問題だと感じており、その解消が町民にとっ

ても最大な関心事の一つといえる。 

 

（6）大型 MICE 施設ができる事による関心は大きく、それに伴う新たな公共交通の設置などの

インフラ整備に期待している。その一方で、東浜地区への一極集中による地域格差が生じる

事が心配される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


